
第３回 雨竜川ダム環境検討委員会 議事録

■日時：令和７年１０月６日（月）１３：３０～１５：３０

■場所：北海道バス研修センター ４階 第３研修室

■出席者：赤坂委員、泉委員、齊藤委員（WEB）、長坂委員、畑山委員、松井委員、松田委員

欠席者：大原委員 （敬称略、五十音順）

■議題

（１） 雨竜川ダム再生事業の概要と進捗状況

（２） 第２回委員会（令和６年１２月）の意見

（３） 第２回委員会後の調査及び影響予測検討の状況

（４） 環境保全への取り組みについて（環境レポート案）

■主な意見

（１） 雨竜川ダム再生事業の概要と進捗状況

・ 特になし

（２） 第２回委員会（令和６年１２月）の意見

・ 特になし

（３） 第２回委員会後の調査及び影響予測検討の状況

【予測結果、配慮事項（生態系上位性）】

・ ミサゴの営巣地に対する工事影響の把握と保全対策については問題ないが、ミサゴやオジロ

ワシは毎年同じ営巣地を利用するわけではないため、営巣地の移動についても確認し、影響

評価や保全対策検討を行っていただきたい。

・ ミサゴの繁殖成否に関連する宇津内湖での採餌行動についても今後データを蓄積し、利用頻

度の高い餌場への騒音伝搬や工事箇所の視認性についても影響検討してほしい。

【予測結果、配慮事項（景観）】

・ 管理棟屋上展望台のＣＧについて、塀が設計で採用している転落防止に必要な高さより高く

見え、眺望に支障があるように感じるので、ＣＧの塀の高さを設計に合わせて修正したほう

がよい。

・ 仮設展望台については設置済みであり、利用もされているところである。この記載では未設

置のように読めてしまうので、既に設置は完了しており、利用がされていることが分かるよ

うな表現にするとよい。



（４） 環境保全への取り組みについて（環境レポート案）

【予測結果（水環境）】

・ ダムの貯水位が上昇して湖岸の樹木が枯死すると、一時的に窒素、リンなどの栄養塩濃度が

上がる可能性があるが、現在の予測結果では試験湛水による森林土壌等からの栄養塩の溶出

は考慮されていないと思うので、検討してはどうか。

【調査結果（爬虫類）】

・ 爬虫類重要種が確認されていないが、実施した調査方法は爬虫類が見つけにくい方法である

ため、注意書きなどを追記するとよい。

【配慮事項（哺乳類ほか）】

・ 下流河川の水温変化の影響について水生昆虫の成長に水温変化が影響するとなればそれを捕

食する陸域の生物に対しても影響を及ぼす可能性がある。哺乳類等の陸域の生物についても

モニタリングを実施する予定があるのであれば、記載していただきたい。

【配慮事項（人と自然との触れ合いの活動の場）】

・ ヒグマが増えている状況にもあるため、展望スペースとなる管理棟の周辺は人とヒグマとの

軋轢を避けられるように管理や配慮をお願いしたい。

【全体】

・ 本日の意見について、事務局が意見を出した委員へ個別説明し修正を行うこと。

・ 環境レポートに内容については、概ね問題がなく、事務局が公表することを承認する。

以上


